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注 意 
    

先生の指示があるまでは、問題用紙を開いてはいけません。 

 

 

 

受験番号 
 

 



                     

小
論
文
問
題 

 

（
技
工
士
科
） 

 

   

「 

歯
科
医
療
は
、
患
者
さ
ん
の
健
康
や
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
歯
科
医
師
と

歯
科
技
工
士
が
密
接
に
連
携
し
て
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
歯
科
医
師

と
歯
科
技
工
士
の
連
携
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
方
法
を
「
患
者
の
満
足
度
」
「
チ

ー
ム
医
療
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
言
葉
を
用
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
具

体
的
に
述
べ
な
さ
い
。
」 

（
注
意
事
項
） 

① 

段
落
や
構
成
に
注
意
し
て
、
六
百
字
程
度
以
上
書
く
こ
と
。 

② 

原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。 

た
だ
し
、
部
分
的
な
書
き
直
し
や
書
き
加
え
な
ど
を
す
る
と
き
は
、 

必
ず
し
も
「
ま
す
め
」
に
と
ら
わ
れ
な
く
て
よ
い
。 

③ 

題
名
や
氏
名
は
書
か
な
い
で
、
本
文
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
本
文
の
中
に
も
氏
名
や
出
身
校
名
は
書
か
な
い
こ
と
。 


